
「目鼻口に触らない」の実施率は依然として低く、 

予防行動に関する行動変容は男性と低所得者で少ない 

―COVID-19 アウトブレイク時における一般市民の予防行動に関する研究結果― 

 

【ポイント】 

⚫ 2020年2月と4月に日本人男女2400人を対象にインターネット調査を実施しました。 

⚫ WHO が推奨する 5 つの予防行動の実施率は、2 月と比較して 4 月では多くの項目が改

善していましたが、「目や口や鼻に触らない」という予防行動の実施率は 6 割程度のま

まで改善がありませんでした。 

⚫ 予防行動に関する行動の改善は、男性および世帯年収が少ない方で少ないことが明ら

かになりました。 

 

東京医科大学公衆衛生学分野の町田征己らは、関東地方在住の 20-79 歳の男女 2400 人を

対象に、新型コロナウイルス感染症アウトブレイク時における一般市民の予防に関する考

えと行動に関するインターネット調査を 2020 年 2 月 25 日と 4 月 1 日に実施しました。 

２月と 4 月での予防行動の実証状況の変化を分析し、その研究成果が 2020 年 5 月 17 日

に国際医学雑誌 International journal of infectious diseasesオンライン版で発表されました。 

 

【研究成果の概要】 

国内流行の初期段階であった 2020 年 2 月 25 日に、関東地方在住の 20 歳から 79 歳の男

女 2400 人に WHO が推奨している 5 つの予防行動（石鹸による手洗いや手のアルコール消

毒、人混みを避ける、目や口や鼻を手で触らない、咳エチケット、体調が悪い時は家で過ご

す）1の実施状況をインターネット調査で回答してもらいました。その後、経路不明の感染

者が急激に増加し緊急事態宣言が出される直前であった 4 月 1 日に、同一の対象者に再度

5 つの予防行動の実施状況を回答してもらいました。 

4 月時点での予防行動の実施率は、多くの項目で改善が認められ、特に「人混みを避ける」

という予防行動の実施率は 67.4％から 82.2%に改善を認めました。一方で、「目鼻口に触ら

ない」という予防行動は改善が乏しく、4 月の時点でも実施率は 61.8%のみでした。また、

男性および世帯年収が少ない方に予防行動を始めたものが少ないことがわかりました。 

「3 密を避ける」ということが広く普及したことで「人混みを避ける」という予防行動の

実施状況は大幅に改善を認めました。一方で、「目や口や鼻を手で触らない」という予防行

動の啓発が今後の課題である事が明らかとなりました。また、男性と世帯年収が低い方で行

動変容が少なく、これらの方への啓発と社会的支援が必要であることも明らかとなりまし

た。 



図. 日本の一般市民による予防行動の実施状況 
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